
第一号第一様式（第十七条第四項関係）理事長 園　長 担当者

法人単位資金収支計算書
（自）令和  4 年  4 月  1 日　（至）令和  5 年  3 月 31 日

社会福祉法人名　光寿会
（単位：円）

保育事業収入 056,119,012 263,728,012 882,48

経常経費寄附金収入 001,221,4 001,221,4 0

受取利息配当金収入 025,1 862,1 252

その他の収入 687,003,2 628,992,2 069

事業活動収入計(1) 650,633,712 655,052,712 005,58

人件費支出 005,624,851 672,763,851 422,95

事業費支出 000,608,22 177,547,22 922,06

事務費支出 034,883,4 810,753,4 214,13

その他の支出 687,969,1 687,969,1 0

事業活動支出計(2) 617,095,781 158,934,781 568,051

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 043,547,92 507,018,92 563,56△

施設整備等収入計(4) 0 0 0

固定資産取得支出 000,197 000,197 0

施設整備等支出計(5) 000,197 000,197 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 000,197△ 000,197△ 0

積立資産取崩収入 000,002,1 000,002,1 0

その他の活動収入計(7) 000,002,1 000,002,1 0

積立資産支出 000,005,82 000,005,82 0

その他の活動支出計(8) 000,005,82 000,005,82 0

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 000,003,72△ 000,003,72△ 0

予備費支出(10)
0

0
― 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 043,456,1 507,917,1 563,56△

前期末支払資金残高(12) 378,185,62 378,185,62 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 312,632,82 875,103,82 563,56△
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勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考



第二号第一様式（第二十三条第四項関係）理事長 園　長 担当者

法人単位事業活動計算書
（自）令和  4 年  4 月  1 日　（至）令和  5 年  3 月 31 日

社会福祉法人名　光寿会
（単位：円）

保育事業収益 263,728,012 597,266,112 334,538△

経常経費寄附金収益 001,221,4 0 001,221,4

その他の収益 021,2 085,57 064,37△

サービス活動収益計(1) 285,159,412 573,837,112 702,312,3

人件費 672,763,851 719,734,261 146,070,4△

事業費 177,547,22 727,406,02 440,141,2

事務費 810,753,4 760,958,6 940,205,2△

減価償却費 909,848,7 221,476,7 787,471

国庫補助金等特別積立金取崩額 808,956,2△ 943,426,2△ 954,53△

サービス活動費用計(2) 661,956,091 484,159,491 813,292,4△

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 614,292,42 198,687,61 525,505,7

受取利息配当金収益 862,1 282,1 41△

その他のサービス活動外収益 607,792,2 403,022,2 204,77

サービス活動外収益計(4) 479,892,2 685,122,2 883,77

その他のサービス活動外費用 687,969,1 408,291,2 810,322△

サービス活動外費用計(5) 687,969,1 408,291,2 810,322△

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 881,923 287,82 604,003

経常増減差額(7)=(3)+(6) 406,126,42 376,518,61 139,508,7

特別収益計(8) 0 0 0

固定資産売却損・処分損 1 2 1△

国庫補助金等特別積立金積立額 000,736 0 000,736

特別費用計(9) 100,736 2 999,636

特別増減差額(10)=(8)-(9) 100,736△ 2△ 999,636△

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 306,489,32 176,518,61 239,861,7

前期繰越活動増減差額(12) 471,668,67△ 840,886,59△ 478,128,81

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 175,188,25△ 773,278,87△ 608,099,52

基本金取崩額（14） 0 0 0

その他の積立金取崩額（15） 000,002,1 302,600,03 302,608,82△

その他の積立金積立額（16） 000,005,82 000,000,82 000,005

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 175,181,08△ 471,668,67△ 793,513,3△
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勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)



第三号第一様式（第二十七条第四項関係）理事長 園　長 担当者

法人単位貸借対照表
令和  5 年  3 月 31 日 現在

社会福祉法人名　光寿会

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

当年
度末

当年
度末

前年
度末

前年
度末増　　減 増　　減

（単位：円）

流動資産 549,287,63 479,356,43 179,821,2

  現金預金 116,706,52 230,664,72 124,858,1△

  事業未収金 433,571,11 249,781,7 293,789,3

  その他の流動資産 0 0 0

固定資産 238,560,932 247,328,812 090,242,02

基本財産 685,821,801 309,589,311 713,758,5△

  土地 000,057,24 000,057,24 0

  建物 685,873,46 309,532,07 713,758,5△

  定期預金 000,000,1 000,000,1 0

その他の固定資産 642,739,031 938,738,401 704,990,62

  建物 347,332,6 774,707,6 437,374△

  構築物 654,227,2 344,041,3 789,714△

  車輌運搬具 3 044,52 734,52△

  器具及び備品 020,825,3 554,327,3 534,591△

  ソフトウェア 766,652 766,443 000,88△

  人件費積立資産 065,797,54 065,799,64 000,002,1△

  修繕費積立資産 797,307,5 797,307,5 0

  備品等購入積立資産 000,599,1 000,599,1 0

保育所施設・設備整備積立資産 000,007,46 000,002,63 000,005,82

流動負債 763,184,8 101,270,8 662,904

  事業未払金 195,667,7 991,743,7 293,914

  職員預り金 677,417 209,427 621,01△

固定負債 0 0 0

負債の部合計 763,184,8 101,270,8 662,904

純　　資　　産　　の　　部

基本金 569,142,391 569,142,391 0

  第一号基本金 569,142,391 569,142,391 0

国庫補助金等特別積立金 956,011,63 764,331,83 808,220,2△

その他の積立金 753,691,811 753,698,09 000,003,72

  人件費積立金 065,797,54 065,799,64 000,002,1△

  修繕費積立金 797,307,5 797,307,5 0

  備品等購入積立金 000,599,1 000,599,1 0

保育所施設・設備整備積立金 000,007,46 000,002,63 000,005,82

次期繰越活動増減差額 175,181,08△ 471,668,67△ 793,513,3△

（うち当期活動増減差額） 306,489,32 176,518,61 239,861,7

純資産の部合計 014,763,762 516,504,542 597,169,12

　資産の部合計 777,848,572 617,774,352 160,173,22 　負債及び純資産の部合計 777,848,572 617,774,352 160,173,22



別紙１

計算書類に対する注記（法人全体用）

　１． 継続事業の前提に関する注記

　　　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせる事象や状況は有りません。

 

　２． 重要な会計方針

　   （１）固定資産の減価償却の方法

　　　　 ・平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産

　　　　　　 取得価額の10%を残存価額とし取得価額に償却率を乗ずるする定額法。耐用年数到来時

　　　　　　 においても使用する資産はそれまでの償却方法を延長し備忘価額(1円)まで償却を行う。

　　　　 ・平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産

　　　　　　 残存価額をゼロとし償却累計額が取得価額から備忘価額(1円)を控除した金額に達する

　　　　　　 まで償却する、償却率を乗ずる定額法。

　　　　 ・無形固定資産

　　　　　　 当初より残存価額をゼロとし、償却率を乗ずる定額法。

　   （２）引当金の計上基準

　　　　 ・該当なし

 

　３． 重要な会計方針の変更

　　　該当なし

 

　４． 法人で採用する退職給付制度

　　　加入している退職共済制度は、次のとおりです。

　　　 ・確定拠出型退職給付制度 － 独立行政法人医療福祉機構が主催する退職共済制度

 

　５． 法人が作成する計算書類等と拠点区分、サービス区分

　　　当法人が作成する計算書類は以下の通りになっています。

　　　　（１）法人全体の計算書類（第一号の一様式、第二号の一様式、第三号の一様式）

　　　　（２）社会福祉事業における拠点区分別内訳表

　　　　　　（第一号の三様式、第二号の三様式、第三号の三様式）

　

　　　当法人は社会福祉事業のみを実施している為、以下の作成を省略しています。

　　　　（第一号の二様式、第二号の二様式、第三号の二様式）

　

　　　　（３）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　　　　ア. 法人本部 拠点区分　

　　　　　　イ. 湖桜保育園 拠点区分

　　　　　　ウ. 勝楽寺こども園 拠点区分

　６． 基本財産の増減の内容及び金額

　　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりです。

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 42,750,000 0 0 42,750,000

建物 70,235,903 0 5,857,317 64,378,586

定期預金 1,000,000 0 0 1,000,000

合計 113,985,903 0 5,857,317 108,128,586

 

　７． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　　　該当なし

 

　８． 担保に供している資産

　　　該当なし

 

　



　

　９． 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりです。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 247,429,703 -183,051,117 64,378,586

建物 9,302,540 -3,068,797 6,233,743

構築物 21,979,400 -19,256,944 2,722,456

車輌運搬具 370,412 -370,409 3

器具及び備品 36,017,064 -32,489,044 3,528,020

ソフトウエア 440,000 -183,333 256,667

合計 315,539,119 -238,419,644 77,119,475

 

　１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

　　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 11,175,334 0 11,175,334

未収金 0 0 0

未収補助金 0 0 0

合計 11,152,334 0 11,152,334

 

　１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

 

　１２．関連当事者との取引の内容

　　　該当なし

 

　１３．重要な偶発債務

　　　該当なし

 

　１４．重要な後発事象

　　　該当なし

　１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

　　　該当なし

 

　１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債

　　　　及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

　　 （１）会計処理上の見積方法の変更 － 該当なし

　　 （２）新たに採用した会計処理に関する事項 － 該当なし

　　 （３）勘定科目の内容について特に説明を要する事項 － 該当なし

　　 （４）法令、所轄庁の通知等で特に説明を求められている事項 － 該当なし



別紙２

計算書類に対する注記（法人本部 拠点区分用）

　１． 継続事業の前提に関する注記

　　　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせる事象や状況は有りません。

 

　２． 重要な会計方針

　　 （１）固定資産の減価償却の方法

　　　　・平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産

　　　　　  取得価額の10%を残存価額とし取得価額に償却率を乗ずるする定額法。耐用年数到来時

　　　　　  においても使用する資産はそれまでの償却方法を延長し備忘価額(1円)まで償却を行う。

　　　  ・平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産

　　　　　  残存価額をゼロとし償却累計額が取得価額から備忘価額(1円)を控除した金額に達する

　　　　　  まで償却する、償却率を乗ずる定額法。

　　　  ・無形固定資産

　　　　　  当初より残存価額をゼロとし、償却率を乗ずる定額法。

　　 

　　 （２）引当金の計上基準

　　　  ・該当なし

 

　３． 重要な会計方針の変更

　　　該当なし

 

　４． 法人で採用する退職給付制度

　　　加入している退職共済制度は、次のとおりです。

　　　・確定拠出型退職給付制度 － 独立行政法人医療福祉機構が主催する退職共済制度

 

　５． 拠点が作成する計算書類等とサービス区分

　　　当拠点区分において作成する計算書類は以下の通りになっています。

　　　（１）法人本部 拠点区分の計算書類

　　　 　（第一号の四様式、第二号の四様式、第三号の四様式）

　６． 基本財産の増減の内容及び金額

　　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりです。

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 0 0 0 0

建物 0 0 0 0

定期預金 1,000,000 0 0 1,000,000

合計 1,000,000 0 0 1,000,000

 

　７． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　　　該当なし

 

　８． 担保に供している資産

　　　該当なし



 

　９． 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりです。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 0 0 0

建物 0 0 0

構築物 0 0 0

車輌運搬具 0 0 0

器具及び備品 0 0 0

ソフトウエア 0 0 0

合計 0 0 0

 

　１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 0 0 0

未収金 0 0 0

未収補助金 0 0 0

合計 0 0 0

 

　１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

 

　１２．関連当事者との取引の内容

　　　該当なし

 

　１３．重要な偶発債務

　　　該当なし

 

　１４．重要な後発事象

　　　該当なし

　１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

　　　該当なし

 

　１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債

　　　　及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

     （１）会計処理上の見積方法の変更 － 該当なし

     （２）新たに採用した会計処理に関する事項 － 該当なし

     （３）勘定科目の内容について特に説明を要する事項 － 該当なし

     （４）法令、所轄庁の通知等で特に説明を求められている事項 － 該当なし



別紙２

計算書類に対する注記（湖桜保育園 拠点区分用）

　１． 継続事業の前提に関する注記

　　　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせる事象や状況は有りません。

 

　２． 重要な会計方針

　　 （１）固定資産の減価償却の方法

　　　　・平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産

　　　　　  取得価額の10%を残存価額とし取得価額に償却率を乗ずるする定額法。耐用年数到来時

　　　　　  においても使用する資産はそれまでの償却方法を延長し備忘価額(1円)まで償却を行う。

　　　  ・平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産

　　　　　  残存価額をゼロとし償却累計額が取得価額から備忘価額(1円)を控除した金額に達する

　　　　　  まで償却する、償却率を乗ずる定額法。

　　　  ・無形固定資産

　　　　　  当初より残存価額をゼロとし、償却率を乗ずる定額法。

　　 

　　 （２）引当金の計上基準

　　　  ・該当なし

 

　３． 重要な会計方針の変更

　　　該当なし

 

　４． 法人で採用する退職給付制度

　　　加入している退職共済制度は、次のとおりです。

　　　・確定拠出型退職給付制度 － 独立行政法人医療福祉機構が主催する退職共済制度

 

　５． 拠点が作成する計算書類等とサービス区分

　　　当拠点区分において作成する計算書類は以下の通りになっています。

　　　（１）湖桜保育園 拠点区分の計算書類

　　　 　（第一号の四様式、第二号の四様式、第三号の四様式）

　６． 基本財産の増減の内容及び金額

　　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりです。

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 42,750,000 0 0 42,750,000

建物 34,706,658 0 2,743,622 31,963,036

定期預金 0 0 0 0

合計 77,456,658 0 2,743,622 74,713,036

 

　７． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　　　該当なし

 

　８． 担保に供している資産

　　　該当なし



 

　９． 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりです。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 132,620,750 -100,657,714 31,963,036

建物 3,579,260 -1,248,015 2,331,245

構築物 7,427,770 -7,427,767 3

車輌運搬具 0 0 0

器具及び備品 20,941,641 -19,524,060 1,417,581

ソフトウエア 0 0 0

合計 164,569,421 -128,857,556 35,711,865

 

　１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 4,948,740 0 4,948,740

未収金 0 0 0

未収補助金 0 0 0

合計 4,948,740 0 4,948,740

 

　１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

 

　１２．関連当事者との取引の内容

　　　該当なし

 

　１３．重要な偶発債務

　　　該当なし

 

　１４．重要な後発事象

　　　該当なし

　１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

　　　該当なし

 

　１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債

　　　　及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

     （１）会計処理上の見積方法の変更 － 該当なし

     （２）新たに採用した会計処理に関する事項 － 該当なし

     （３）勘定科目の内容について特に説明を要する事項 － 該当なし

     （４）法令、所轄庁の通知等で特に説明を求められている事項 － 該当なし



別紙２

計算書類に対する注記（勝楽寺こども園 拠点区分用）

　１． 継続事業の前提に関する注記

　　　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせる事象や状況は有りません。

 

　２． 重要な会計方針

　　 （１）固定資産の減価償却の方法

　　　　・平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産

　　　　　  取得価額の10%を残存価額とし取得価額に償却率を乗ずるする定額法。耐用年数到来時

　　　　　  においても使用する資産はそれまでの償却方法を延長し備忘価額(1円)まで償却を行う。

　　　  ・平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産

　　　　　  残存価額をゼロとし償却累計額が取得価額から備忘価額(1円)を控除した金額に達する

　　　　　  まで償却する、償却率を乗ずる定額法。

　　　  ・無形固定資産

　　　　　  当初より残存価額をゼロとし、償却率を乗ずる定額法。

　　 

　　 （２）引当金の計上基準

　　　  ・該当なし

 

　３． 重要な会計方針の変更

　　　該当なし

 

　４． 法人で採用する退職給付制度

　　　加入している退職共済制度は、次のとおりです。

　　　・確定拠出型退職給付制度 － 独立行政法人医療福祉機構が主催する退職共済制度

 

　５． 拠点が作成する計算書類等とサービス区分

　　　当拠点区分において作成する計算書類は以下の通りになっています。

　　　（１）勝楽寺こども園 拠点区分の計算書類

　　　 　（第一号の四様式、第二号の四様式、第三号の四様式）

　６． 基本財産の増減の内容及び金額

　　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりです。

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 0 0 0 0

建物 35,529,245 0 3,113,695 32,415,550

定期預金 0 0 0 0

合計 35,529,245 0 3,113,695 32,415,550

 

　７． 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　　　該当なし

 

　８． 担保に供している資産

　　　該当なし



 

　９． 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりです。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 114,808,953 -82,393,403 32,415,550

建物 5,723,280 -1,820,782 3,902,498

構築物 14,551,630 -11,829,177 2,722,453

車輌運搬具 370,412 -370,409 3

器具及び備品 15,075,423 -12,964,984 2,110,439

ソフトウエア 440,000 -183,333 256,667

合計 150,969,698 -109,562,088 41,407,610

 

　１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

  　 （貸借対照表上、間接法で表示している場合は記載不要。）

　　　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

事業未収金 6,226,594 0 6,226,594

未収金 0 0 0

未収補助金 0 0 0

合計 6,203,594 0 6,203,594

 

　１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当なし

 

　１２．関連当事者との取引の内容

　　　該当なし

 

　１３．重要な偶発債務

　　　該当なし

 

　１４．重要な後発事象

　　　該当なし

 

　１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

　　　該当なし

　１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債

　　　　及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項

     （１）会計処理上の見積方法の変更 － 該当なし

     （２）新たに採用した会計処理に関する事項 － 該当なし

     （３）勘定科目の内容について特に説明を要する事項 － 該当なし

     （４）法令、所轄庁の通知等で特に説明を求められている事項 － 該当なし




